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参考⑥ マウスの右クリック活用 

画面のカーソルが   の場合、画面上を右クリックすると右図 

のポップアップメニューが表示され、メニューバーの【編集】 

と同様に追加・削除・移動・形状変更等を選択することがで 

きます。 

 

 

 

画面のカーソルが  以外の場合、右クリックすると使用していた機能が解除され  

に戻ります。 

 

手順２-２ 登録した情報を編集する。 
 
本ソフトウェアでは、ユーザーが登録した点・線・面のデータを簡単に編集することが

できます。「地図太郎PLUS」では注記レイヤも編集することができます。 

編集するには、対象とするレイヤを選択することから始めます。 

 

 
（１）点・線・面データの追加、注記データの追加【編集】 

 
あとからデータを追加したい場合も、まず対象となるレイヤを選択しておく必要がありま

す。 

 

①ツールバーの「編集レイヤの選択」から、編集

対象のレイヤを選択しておきます。 

 

 

 

 

 

②メニューバーから【編集】→【追加】を選択する

か、ツールバーから  を選択します。 

 

選択している編集レイヤの種類により、カーソルに

「点」「線」「面」「注記」という文字が現われます。 

 

「追加」モードは右クリックで解除されます。 

 

 

 

③あとは前述の「点・線・面データの新規作成」と

同様にデータを追加します。 

「地図太郎 PLUS」ではさらに注記データも追加で

きます。 
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 （２）点・線・面・注記データの削除【編集】 

 
入力したデータを削除したい場合、対象となるデータが格納されているレイヤを選択して

おく必要があります。 

注記データは、「地図太郎 PLUS」だけです。 

 

①ツールバーの「編集レイヤの選択」から、編集対象のレイヤを選択しておきます。 

 

 

②メニューバーから【編集】→【削除】を選択します。 

 

選択している編集レイヤの種類により、カーソルに「点削除」「線削除」「面削除」という

文字が現われます。「地図太郎 PLUS」の注記削除では「注削除」という文字が現れます。 

 

 

「削除」モードは右クリックで解除されます。 

 

③削除するものをクリックします。 

 

編集対象でないレイヤのデータをクリッ

クしても選択されません。 

ドラッグすることにより範囲指定して一

度に複数のデータを削除することも出来

ます。 

 

 

 

 

 

 

④データが削除されました。 

ツールバーの    で「元に戻す」「や

り直し」をすることができます。ファイ

ルの保存を行うと、それ以前に行った編

集を元に戻すことはできなくなります。 
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 （３）点・線・面・注記データの移動とコピー【編集】 

 
入力したデータを移動やコピーしたい場合、対象となるデータが格納されているレイヤを

選択しておく必要があります。 

注記データは「地図太郎 PLUS」だけとなります。 

 

 

①ツールバーの「編集レイヤの選択」から、編集対象のレイヤを選択しておきます。 

 

 

②メニューバーから【編集】→【移動・コピー】を選択します。 

 

選択している編集レイヤの種類により、カーソルに「点移動」「線移動」「面移動」という

文字が現われます。「地図太郎 PLUS」の注記データの移動とコピーでは「注移動」という

文字が現れます。 

 

「移動」モードは右クリックで解除されます 

 

 

③移動するものをクリック選択して、新

しい位置にドラッグします。 

移動させないでコピーする場合は、［Ctrl］

キーを押しながらドラッグします。 

 

編集対象でないレイヤのデータをクリッ

クしても選択されません。 

ドラッグすることにより範囲指定して一

度に複数のデータを移動することも出来

ます。 

  

④選択したデータを移動しました。 

 

ツールバーの    で「元に戻す」「や

り直し」をすることができます。ファイ

ルの保存を行うと、それ以前に行った編

集を元に戻すことはできなくなります。 
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 （４－１）線・面データの形状変更【編集】 

 
入力したデータの形状変更をしたい場合、対象となるデータが格納されているレイヤを選

択しておく必要があります。 

 

①ツールバーの「編集レイヤの選択」から、編集対象のレイヤを選択しておきます。 

 

②メニューバーから【編集】→【線･面の形状変更】を選択します。 

 

選択している編集レイヤの種類により、カーソルに「線形状」「面形状」という文字が現わ

れます。 

 

「形状」モードは右クリックで解除されます 

 

③形状を変更したい線の上、あるいは面の外周線の上にカーソルをもってゆき、ドラッグ

することで形状を変更します。 

 

編集対象でないレイヤのデータをク

リックしても選択されません。 

 

 

 

 

 

 

 

※線や面の始点、終点、補間点（途中の点）の×を右クリックすることで、線の構成点を

部分的に削除することができます。このモードは、線や面のユーザレイヤが編集対象に選

択されている時のみ有効です。 
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 （４－２）線・面データの形状変更【編集】PLUS 

 

「地図太郎 PLUS」では複数の図形の接する場所の端点・補間点を簡単に選択して形状変更

ができます。また、補間点を一括で削除することができます。 

 

 

端点・補間点の選択 

①メニューバーから【編集】→【線・面の形状変更】を選択します。 

 

面の場合カーソルの下に「面形状」、線の場合「線形状」という文字が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●線データの場合 

①形状変更したい線の端点、または補間点が集まる場所

をクリックすると、「図形選択」ダイアログが表示され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「図形選択」のダイアログから選択する図形をクリ

ックします。 

 

選ばれた線が選択色に変わるのを確

認したら、「ＯＫ」をクリックします。 
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③端点または補間点をドラッグし形状を変更します。 

 

右クリックすると【線・面の形状変更】を終了しま

す。 

 

 

 

 

 

 

●面データの場合 

①形状変更したい面の補間点が集ま

る場所をクリックすると、「図形選

択」ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「図形選択」のダイアログから選択する図

形をクリックします。 

 

選ばれた面が選択色に変わるのを確認したら、

「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

③ノードまたは補間点をドラッグし、形状を

変更します。 

 

右クリックすると【線・面の形状変更】を終

了します。 
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補間点の一括削除 

①メニューバーから【編集】→【線・面の形状変更】選択します。 

 

 

②「右ボタン」を押しながら、削除し

たい補間点をドラッグで選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③補間点が削除されます。 

 

右クリックすると【線・面の形状変更】

を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

線データも同様に補間点を一括削除できます。 
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（５）線の分割・結合・反転【編集】 

 
線の分割、線の結合、線の反転ができます 

「地図太郎 PLUS」の線の反転は範囲指定ができます。 

 

●［線の分割］（クリックした位置で線データを分割します。）  

 

①ツールバーの「編集レイヤの選択」から、編集対象のレイヤを選択しておきます。 

 

②メニューバーから【編集】→【線の分割】を選択します。 

 

カーソルに「線分割」という文字が現われます。 

 

「線分割」モードは右クリックで解除されます 

 

 

③線上の分割したい位置にカーソルを移動しクリックすると、その位置で線を分割します。 
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●［線の結合］（２本の線データを結合します。） 

 

①ツールバーの「編集レイヤの選択」から、編集対象のレイヤを選択しておきます。 

 

②メニューバーから【編集】→【線の結合】を選択します。 

 

カーソルに「線結合」という文字が現われます。 

 

「線結合」モードは右クリックで解除されます 

 

 

 

③結合する端点を選択すると、即座に結合されます。 

 

・結合したい２つの端点をドラッグで囲み選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・[Ctrl]キーを押しながら、結合したい端点を２箇所クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドラッグで囲む 

クリック 
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●［線の反転］（線データの方向を反転します。） 

 

①ツールバーの「編集レイヤの選択」から、編集対象のレイヤを選択しておきます。 

 

②メニューバーから【編集】→【線の反転】を選択します。 

カーソルに「線反転」という文字が現われます。 

 

「線反転」モードは右クリックで解除されます 

 

③反転したい線をクリックすると即座に線の方向が反転します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図太郎 PLUSの線の反転（一括反転） 

 

①メニューバーの【編集】→【線の反転】を選びます。 

 

 

 

 

②ドラッグで囲み、反転する線を選びます。 

 ボタンを離すと反転します。 
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地図太郎 PLUSの線の結合 

 

編集レイヤの線を結合します。結合したい２本の線の端点を選択すると結合されます。 

「地図太郎 PLUS」では２本の線の端点が重なっている場合、即座に結合します。 

また、３本以上の線の端点が重なっている場合、線を選択するダイアログが表示されます。  

 

①メニューバーから【編集】→【線の結合】を選択します。 

カーソルの下に「線 結合」という文字が現れます。 

 

 

 

②２本の線の端点を選択すると結合されます。 

●選択方法 

片方の端点をクリック、他方を[Ctrl]キーを押しながらをクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドラッグで端点を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

端点が重なっている場合、端点部分をクリックで結合されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地図太郎／地図太郎 PLUS ﾕｰｻﾞｰｽﾞｶﾞｲﾄﾞ 20120801 版 

Copyright○C 2005～2012 東京カートグラフィック㈱ 121 

端点が３点以上重なっている場

合 

１）端点の集合点をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「図形選択」ダイアログか

ら結合する線を選びます。 

選ばれた線はマゼンタ色に変

わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）「図形選択」ダイアログの

[ＯＫ]をクリックします。線が

結合されます 
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 （６）線の延長・トリム【編集】PLUS 

 
「地図太郎 PLUS」では編集レイヤの線を指定した線まで延長、または指定した線までトリ

ム（削除）できます。 

 

●線の延長 

線Ｘを端点 a方向に線Ｙまで延長します。（下記②の図） 

            

①メニューバーから【編集】→【線の延長・トリム】を選択します。 

 

カーソルの下に「延トリム」という文字が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②延長したい線Ｘの端点 aをクリックします。 

つぎに、延長して接する線Ｙの線上（どこでも

よい）をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③線Ｙまで延長されます。 

 

右クリックすると【線の延長・トリム】を終了

します。 
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●線のトリム 

線Ｚから見た線Ｘの端点 b側の部分を削除します。（下記②の図） 

 

①メニューバーから【編集】→【線の延長・トリム】を選択します。 

 

 

②切り取りたい線Ｘの端点 bをクリックします。

つぎに線Ｚの線上（どこでもよい）をクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③bc 間が削除されます。 

 

右クリックすると【線の延長・トリム】を終了し

ます。 

 

端点 aを選んだ場合、ｃa間が削除されます。 
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 （７）面の２分割【編集】PLUS 

 
 

①メニューバーから【編集】→【面の２分割】を選択します。 

カーソルの下に「面分割」という文字が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②２分割したい部分に沿って線をクリックしながら

描きます。最後に右クリックします。 

 

面のノード・補間点にスナップさせて線を描くこと

もできます。 

 

 

 

 

 

 

③面が分割されます。 

 

右クリックすると【面の２分割】を終了します。 

 

属性は、分割前の面データの持つものと同じになり

ます。 

 

 

 

面を２つに区切ることができる線であれば、同時

に複数の面を２分割できます。 
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 （８）面のリージョン化【編集】PLUS 

 
リージョンとは、面データの集まりで、複数の面データを１つの面データとして認識する

ための仕組みです。複数の面データに属性情報は１つとなります。 

 

①メニューバーから【編集】→【面のリージョン化】を選択します。 

 

カーソルの下に「リージョン」という文字が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②画面の面データを選択します。 

 

選択には２つの方法があります。 

 

方法１：[Ctrl]キーを押しながら選択したい面 

  データをクリックします 

 

 

 

 

 

方法２：選択したい面データをドラッグで囲み 

 選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

③選択後、右クリックすると、ダイアログが表示され

ます。 

 

「はい」ボタンを押すと選択されている面がリージョ

ン化されます。 
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リージョン化したデータの属性情報は、リージ

ョンを構成する元の面データの中で最大面積の

ものとなります。 

 

右クリックすると【面のリージョン化】を終了

します。 

 

 

 

 

 

 

 

注意 リージョン化した面データを２分割する場合、【面の中抜け・リージョン解除】で 

   リージョン化を解除してから行います。 
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 （９）面の中抜き（ドーナツ化）【編集】PLUS 

 
複数の中抜けがある面データを作成できます。先ず、中抜きしたい面の上に中抜き用の面

を作ります。 

 

①メニューバーより【編集】→【面の中抜き（ドーナツ化）】を選択します。 

 

カーソルの下に「中抜き」という文字が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②中抜きに使用する面データを、ドラッグで選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③右クリックします。ダイアログが表示されます。 

「はい」ボタンを押すと選択されている面が中抜

きされます。 

 

 

 

 

 

ドラッグ 
 

ここで左ボタンを離します。 

面が選択されます。 
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④中抜けのある面ができます。 

 

右クリックすると【面の中抜き（ドーナツ

化）】を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 中抜けのある面データを２分割する場合、【面の中抜け・リージョン解除】で中抜 

   けを解除してから行います。 
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 （１０）面の中抜け・リージョン解除【編集】PLUS 

 

①メニューバーより【編集】→【面の中抜け・リージョン解除】を選択します。 

 

カーソルの下に「解除」という文字が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●面の中抜けの解除 

 

①中抜けを解除したい面データをクリックまたはドラッグで囲み選択します。 

「○個の中抜けと、○個のリージョンを解除しました」ダイアログが表示されたら「ＯＫ」

をクリックします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

②中抜けが解除されます。 

右クリックして【面の中抜け・リージョン解除】を終了

します。 
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●面のリージョンの解除 
 

①リージョンを解除したい面データをクリックまた

はドラッグで囲み選択します。 

 

「○個の中抜けと、○個のリージョンを解除しまし

た」ダイアログが表示されたら「ＯＫ」をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②リージョンは解除され、それぞれ別の面データとなります。 

右クリックすると【面の中抜け・グループ解除】を終了します。 

 

 

 

 

注意 リージョンが解除されたとき個別の面データは全て同じ属性情報となっていま 

す。リージョンに中抜け面がある場合、リージョンのみ解除されます。中抜けは 

リージョンを解除してから解除します。 
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 （１１）面の結合【編集】PLUS 

 
同時に複数の面データを結合できます。属性情報は結合に使われている面の何れかになり

ます、選べません。必要に応じ、再度属性情報を設定します。 
中抜けやリージョン化している面データは結合できません。中抜け・リージョン解除を行

ってから実行して下さい。 
 

① 編集レイヤを面のレイヤにします。 
 

② 【編集】→【面の結合】を選びます。 
カーソルの下に「面 結合」という文字が現れます。 
 
 
 
 
 
③ 結合する面をドラッグで選択します。 
 
   
 
 
 
 
 
 
④ 選択が正しいとき「はい」をクリックしま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 面が結合されました。 
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●結合例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

この部分に面が 
生成されます。 

【編集】→【面の中抜

き（ドーナツ化）】を

します。 

選択範囲の例 
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 （１２）属性情報の確認・変更【編集】 

 
入力した属性情報を見たり、変更します。通常下記の方法で行いますが、「属性情報のリス

ト表示」でリスト上の行をダブルクリックすると、「属性情報の確認・変更」ダイアログが

出て、必要な追加や修正を加えることもできます。 

 

図形の追加･削除･移動･形状変更と違って、属性情報はレイヤに関係なく点･線･面データを

クリックして確認・変更することができます。 

 

①メニューバーから【編集】→【属性情報の確認･変更】かツールバーの   を選択しま

す。 

 

カーソルに「属性」という文字が現われます。 

 

「属性情報の確認・変更」モードは右クリックで解除できます。 

 

 

 

②属性情報を確認･変更したい点、線、面

の上にカーソルをもってゆき、クリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「属性情報の確認･変更」ダイアロ

グが表示されます。 

 

確認・変更の終了後は「ＯＫ」を  

クリックします。 

 

「キャンセル」ボタンを押すとデ

ータは変更されません。各入力項目

間を移動するときは[Tab]キーを押

します。 

 

 

 

 

「地図太郎 PLUS」の場合、情報ウィンドウの上で右クリックしても「属性情報の確認･変

更」ダイアログが表示できます。 
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（１３）属性情報の一括変更【編集】 

 
選択したデータの属性情報（タイトル、キーワード、記号、線幅、塗りや色等）を一括し

て変更できます。 

属性リストから選択、図形データを選択（【検索】→【選択】、【すべて選択】）して一括変

更が行えます。 

 

①属性情報を一括して変更したい

データを選択する。 

 

 

「手順３－２（１）地図上の図形

（点・線・面）を選択する」か「手

順３－２（２）属性情報のリスト

やカードから選択する。」を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②メニューバーから【編集】→【属性情報の一括変更】を選択する。 

 

③一括変更する属性の項目を選び、値

を入力する（例：登録者を inohara に） 

 

記号や色を変更したい場合、チェック

を入れて選択する。 

 

 

 

④登録者が inohara に一括変更されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：図形データを【検索】→【すべて選択】した

場合 

例：属性リストから複数データ選んだ場合 
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（１４）スナップレイヤの選択【編集】 

 
 
編集レイヤが線・面データの場合、追加や形状変更で端点や補間点を、他の端点や補間点

または点データにスナップすることができます。編集レイヤが点データの場合、追加や移

動で点データを、他の点データまたは線・面データの端点や補間点にスナップします。た

だし、複数の点データをまとめて移動する場合は、スナップできません。 

初期設定ではスナップモードになっていません。 

 

①ツールバーの「編集レイヤの選択」から、編集対象のレイヤを選択しておきます。 

 

②メニューバーから【編集】→【スナップレイヤの選択】を選択します。 

 

③ユーザレイヤと背景地図（ベクタ）の中からスナップ

するレイヤにチェックを入れて選択します。 

 

 

背景地図の数値地図 2500と 25000 については、道路レイ

ヤだけにスナップできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④メニューバーから【編集】→【追加】を選択するか、ツールバーから  を選択します。 

 

選択している編集レイヤの種類により、カーソルに「点追加」「線追加」「面追加」という

文字が現われます。 

 

「追加」モードは右クリックで解除されます。 

 

⑤スナップするレイヤの□（端点）や×

（補間点）の上にカーソルを移動し、ク

リックすると自動的にスナップすること

ができます。 

 

隣接した面データや線の交差部の処理に

便利です。 
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 （１５）回転【編集】PLUS 

 
点・線・面・注記データを回転します。 

点・線・面データは任意の中心を指定して回転できます。 

 

●点・線・面の回転 

①「編集レイヤの選択」で回転したいデータの存在するレイヤを選びます。 

 

②【編集】→【回転】を選びます。 

 

③図形をクリックして次に回転の中心を決めクリックします。 

 最後に、図形データをドラッグして回転させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●注記データの回転 

①「編集レイヤの選択」で回転したいデータの存在する注記レイヤを選びます。 

これ以降は 

「注記レイヤの新規作成【ファイル】PLUS」を参照してください。 

 

 

 

 

点 

線 

面 


